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Ⅰ．はじめに 

全身振動療法がパーキンソン病に対しても有効であるとする報告がある 1,2)。しかし，①振動が

正常者の運動系に与える影響が明らかではない，②振動負荷によってパーキンソン症状が改善す

る生理学的機序が不明，③パーキンソン病に対する振動療法の有効性の客観的な評価法が少ない，

などの問題点が挙げられている。 

 

Ⅱ．目的 

 本研究の最終目標は，パーキンソン症状の定量的評価装置の開発と，新たな振動装置の開発と

していた。しかし研究資金及び研究期間の制約などから，目標をより基礎的な内容に変更し，全

身振動が健常成人に与える身体的影響を筋疲労，平衡機能，敏捷性，及び自律神経機能の４つの

観点から検討した。 

 

Ⅲ．方法 

 健常青年に対し BIO Relax（大島製作所）を使用して立位にて足底から全身振動を与えた。 

1. 敏捷性に対する影響：12Hz の全身振動負荷を 5 分，10 分，あるいは 20 分間与えた。敏捷

性は 20 秒間の反復横とび回数で評価した。 

2. 上肢筋疲労に対する影響：0Hz，全身振動，上肢のみに振動負荷の 3 条件のもとで実験した。

振動負荷は 12.5Hz，5 分間とした。振動負荷直前に利き手上肢で握力計を最大握力で握らせ

て上肢筋を疲労させ，最大握力，前腕の筋電図積分値，主観的疲労度，血中乳酸値の変化を

観察した。 

3. 平衡機能に対する影響：0Hz，3Hz，12.5Hz の振動負荷を 5 分間与えた。平衡機能を片脚立

位での重心動揺と Functional Reach Test で評価した。 

4. 自律神経系に対する影響：0Hz または 12.5Hz，5 分間の全身振動を与え，その前後で心拍変

動とその周波数解析を行った。 

 

Ⅳ．結果 

1. 振動負荷で 5 分， 10 分， 20 分のいずれの群にても反復横とびの回数は有意に増加した

(p<0.05)。 

2. 最大握力はどの振動負荷群においても運動直後に最低値を示し，時間経過ごとに有意差が認
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められた。しかし主観的疲労度，最大握力とも振動条件による違いは認められなかった。血

中乳酸値，筋電図積分値には有意差が見られなかった。 

3. 重心動揺検査での総軌跡長において，時間経過に有意差が認められたが，振動条件による違

いは認められなかった。Functional Reach Test では，3Hz 負荷と 12.5Hz 負荷のいずれでも

有意な低下が認められた(p<0.05)。 

4. 振動負荷による心拍の変化は認められなかった。周波数分析にても，副交感神経活動を示す

高周波成分も，交感神経活動を示す低周波成分と高周波成分の比も有意差はなかった。しか

し，心交感神経活動と下肢のこわばり感には有意な正の相関が認められた(r=0.863, p<0.01)。 

 

Ⅴ．考察 

 健常青年に対する全身振動負荷によって以下のことが明らかとなった。①敏捷性の向上，②上

肢筋疲労に対する疲労回復効果は少ない，③平衡機能はやや悪化する，④自律神経系には大きな

影響を与えない。一連の研究結果の中で全身振動負荷によって有効性がみられたものはわずかな

敏捷性の向上のみで，他の多くについては振動負荷による影響はほとんどないか，あるいは不明

確であるという結果であった。平衡機能および自律神経系に関しては，むしろ振動負荷によりわ

ずかな悪化がみられた。今回の研究では必ずしも我々の期待していたような振動刺激効果が得ら

れなかったが，今回の結果のみから振動刺激が無意味あるいは悪影響があると結論するべきでは

ないと考えている。筋疲労の与え方や敏捷性の測定法，平衡機能の測定法などについては別の方

法で再検証する必要がある。また今回検討しなかった項目として，筋力，筋柔軟性，骨代謝，内

分泌系など，多数のものがある。振動刺激の方法に関しては，さらに大きな振動周波数による刺

激，さらに長時間の刺激時間，振動刺激の繰り返しによる慢性効果の検討などが必要と考えられ

る。本研究の最終目標であるパーキンソン病患者への振動治療の実現に向けて，健常成人に対す

る振動の影響も含め，さらに研究を積み重ねていく予定である。 
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